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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトはイラン国立博物館所有の未刊楔形文字資料(主としてレンガ碑文およびテ
ル・マルヤン(古代アンシャン)出土粘土板）の調査、解析を目的とした。そのさい博物館における資料分類、収蔵、展
示、啓蒙活動、部外研究者の研究に利するため、全資料の３Ｄモデル化をも目指した。班員は2011年より博物館におい
てこの作業を進め、ほぼ全作業を終えた。レンガ碑文の大部分は、すでに英文にて2012年、科研成果として公表し、さ
らに2016年3月には科研報告書として、これらの問題をめぐって2014年に我々が開催した国際シンポジウム「古代イラ
ン」が科研報告報告書として公表されている。

研究成果の概要（英文）：This project has been organized for a comprehensive study of the unpublished 
cuneiform texts written in Elamite, Sumerian and Akkadian (brick inscriptions and records from Tell 
Malyan (ancient Anshan) housed at the National Museum of Iran. 3D modelling was made for those documents 
for conveniences of classification and public education and for easier assess of the sources to be made 
by specialists not working for the museum. Our work of research and 3D modelling, which started in 2011 
under the generous permission of the National Museum of Iran, have almost been completed by 2016. We have 
already offered the research achievements of the Grants-in-Aids on the Brick Inscriptions in the National 
Museum of Iran (ed. E. Matsushima and H. Teramura; 2012) and Ancient Iran: Proceedings of the 
International Colloquium held at Kyoto University, December 6-7, 2014 [2016]. They will soon appear in 
the book-form. We are also studying the Malyan tablets and others for their earliest publication.

研究分野：古代メソポタミア・イラン研究

キーワード： イラン国立博物館　楔形文字文書　エラム語　アッカド語　シュメール語　テル・マルヤン　３Ｄモデ
リング
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１． 研究開始当初の背景 
本プロジェクトが開始されたのは 2011 年４
月であるが、そのきっかけとなったのは、
2007 年、総合地球環境学研究所(京都)におい
て実施されていた古代インダス文明プロジ
ェクトの研究リーダー長田俊樹教授がイラ
ン国立博物館を訪問し、館長ダリューシュ・
アクバルザデ氏と面会したさい、氏より日本
チームによる博物館所蔵の未刊楔形文字資
料調査を打診されたことにはじまる。これを
うけて、2008 年夏、松島英子（法政大学）、
また翌 2009 年には松島英子、森若葉（総合
地球環境学研究所）、春田晴郎（東海大学）
がイラン国立博物館の資料予備調査を実施
している。この 2調査をつうじて、我々にた
いしてイラン国立博物館側は好意ある対応
を行ってくれたが、我々も、これによって従
来一般的に実施されてきた調査方法、すなわ
ち文書の写真撮影、文書解読、アルファベッ
ト化、文書の出土地、時代確定、資料整理を
手作業で行う以外に、全資料を３D モデリン
グ化することの有効性が確認された。楔形文
字は、粘土板やレンガ表面に彫り込まれた楔
形状諸ラインによって構成されているので
あるから、書板が摩耗してしまった楔形文字
の解読にとって、単なる 2次元写真によるよ
りも、3D モデルがはるかに有効であることが、
我々が国内で実施した諸実験によっても証
明することができたからである。また 3D モ
デル化された資料は、博物館による公開啓蒙
活動にとってもきわめて大きな力となるこ
とは、当時世界の博物館にとって共有されは
じめていた認識でもあった。 
我々のほぼすべてが京都大学と深く関係
しているため、またイラン側からの要請もあ
って、京都大学文学研究科とイラン国立博物
館とのあいだに締結されるべきMOUにもとづ
いて、我々の仕事を進行させることを決意し
た。MOU は、2011 年 3月、京都大学文学研究
科長佐藤昭裕教授とイラン国立博物館長ア
クバルザデ氏とのあいだで締結された。また
我々はトヨタ財団より我々のイラン国立博
物館での未刊資料を３D モデル化することの
補助を受け(2010、11 月―2012，10 月)、テ
ヘランでの仕事を、すでに 2011 年より本格
的に開始している。我々のプロジェクトは、
このような前史をもっている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、イラン国立博物館が所蔵するエラ
ム語、シュメール語、アッカド語楔形文字資
料、とりわけレンガ碑文（前 3千年紀末―前
2 千年紀中葉、スシュ（古代スサ）およびマ
ルヤン（古代アンシャン）出土）および前 2
千年紀中葉マルヤン出土行政文書を調査し、
全文書を写真撮影し、博物館の文書整理に供

するとともに、重要なテキストを３D モデル
化し、さらに個別テキストの翻字、翻訳、研
究を行い、成果を広く発信することであった。 
 
 
３．研究の方法 
すでに述べたように、本プロジェクトはイラ
ン国立博物館蔵未刊レンガ碑文およびマル
ヤン遺跡（古代名アンシャン）出土粘土板文
書(大部分は前 2 千年紀中葉エラム語行政記
録)の整理、カタログ化、公刊を目的として
いた。これらの資料はすべて断片である。ま
とりわけアンシャン粘土板は、縦、横ともわ
ずか数センチのサイズしかもたない。このた
め、イラン国立博物館での我々の作業は、す
べてのレンガ碑文、粘土板テキスト断片をさ
まざまな角度から撮影し、また重要と思われ
る資料を３Ｄモデル化するための準備作業
委実施した。これらの作業はプロジェクト 1
－3 年、主として我々の長期滞在が可能な夏
季に実施された。また同時に博物館では、小
粘土板断片の接合作業も可能なかぎり実施
している。未刊レンガ碑文、粘土板の整理、
カタログ化については、博物館に保存されて
いる手書きラベル等を精査し、博物館蔵アン
シャン既刊文書研究(M. W. Stolper, Texts 
from Tall-i Malyan, 1984) での記述、また
レンガ碑文にかんしては、仏隊のスサ、チョ
ガ・ザンビル発掘によりパリに将来されたレ
ンガ諸碑文の諸出版(MDP シリーズでの公刊)、
また F. Malbran-Labat, Les Inscriptions 
Royales de Susa, 1995 や、M. Lambert, E. 
Reiner らの研究と照合しつつ、カタログ化を
進めた。 
 
 
４．研究成果 
博物館レンガ碑文にかんしては、すでにそれ
らの大部分を,松島英子および寺村裕史が報
告書 E. Matsushima and H. Teramura (eds.), 
Brick Inscriptions in the National Museum 
of Iran (Ancient Text Sources in the 
National Museum of Iran, Vol. 1, 2012)と
して公表している。｛なおこの報告書では、
寺村らによって、博物館での撮影および 3D
モデル化の技術・技法が詳細に紹介されてい
る。｝またマルヤン遺跡から出土したレンガ
碑文断片群にかんしては、松島英子は、これ
らが前 12 世紀エラム王フテルドゥシュ・イ
ンシュシナクの同１碑文を構成しているこ
とを見出し、さらにこの碑文がスサ出土だけ
でなく、マルヤン(アンシャン)で発見されて
いることの政治的意味を論じることができ
た。松島のこの成果は、2014 年に我々が開催
した国際シンポジウム Ancient Iran: New 
Perspectives from Archaeology and 
Cuneiform Studies(京都大学)で発表された。
なおこのシンポジウムは 2016 年に報告書と
して公表されている(Ancient Text Sources 
in the National Museum of Iran, Vol. 2, 



2016)。レンカ碑文以外の王碑文として森若
葉は、シュメール・ウル第 3王朝王の碑文断
片を公表することができた。森はこれを王朝
初代王ウル・ナンマの王碑文と同定すること
ができた。博物館記録には、イラン・ファル
ス州で発見されたとの情報のみがのこされ
ている。すでにこの王のイラン経略について
は、メソポタミア出土他碑文から知られてい
るが、イランにおいてじっさいの碑文がはじ
めて発見されたことになる。また森は、未刊
アンシャン行政文書のなかに、おそらくウル
第3王朝時代にシュメール語で書かれた行政
文書を発見し、公表している。アンシャンは
ウル第 3王朝 2代王のときウル王朝に攻撃さ
れ、王朝のファルス地方支配の拠点とされた
ことは、シュメール側の資料によってよく知
られていたが、今回アンシャン自体でシュメ
ール語行政記録がはじめて発見され、その意
義はおおきい。森若葉の成果も 京都国際シ
ンポジウムで報告され(2014 年)、2016 年に
は報告書として公表された。なおこの文書は
表面の摩耗が激しく、博物館において、のこ
された文字サインを肉眼で読み取ることは
けっして容易ではなかったが、この粘土板を
３D モデル化することによって、文字解読が
おおきく進展したことを強調しておきたい。 
 2014 年 12 月に我々が京都大学ユーラシア
文化研究センターにおいて開催した国際シ
ンポジウム Ancient Iran: New Perspectives 
from Archaeology and Cuneiform Studies は、
我々のイラン国立博物館楔形文字資料の研
究成果を、より広い場において検証しようと
する試みでもあった。このシンポジウムには、
本プロジェクト班員の諸報告の他に、イラン
人考古学研究者 S. Piran, Sh. Farokhnia の
報告にくわえ、P. Steinkeller （前 3 千年
紀のイラン・メソポタミア歴史地理学）、K. De 
Graef  (前 3 千年紀初頭イラン)、F. 
Malbran-Labat (エラム語)、岡田保良（チョ
ガ・ザンビル遺跡保全計画）、渡井葉子(前 1
千年紀のバビロニアとスサ)、辻田明子(スサ
出土シュメル語神名リスト)の報告を得るこ
とができた。じっさい、我々はこのシンポジ
ウムにおけるイラン国立博物館の粘土板資
料を直接あつかわない諸報告も、イラン古代
史の展開にとってすこぶる重要な寄与をな
し え た と 自 負 し て い る 。 た と え ば
Malbran-Labat のエラム語文法提要は、難解
なエラム解読にとって、新地平を開くもので
あったし、前川和也による、ウル第 3王朝時
代スサにおけるシュメール・ラガシュ交渉に
かんする報告は、ラガシュによる大規模なス
サ・農業プランテーション経営という従来ま
ったく知られていなかった史実発見という
大成果をも生み出すこととなった。 
 なお、松島・寺村によるレンガ碑文カタロ
グ(2012)および京都国際シンポジウム報告
(2016)は、あらためて近く公刊の予定である。 
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